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・人材確保・育成

山形県酒田市

人材育成・確保

林業の担い手確保・育成

森林環境譲与税の令和２年度取組事例集（令和３年１２月）
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□ 事業内容
林業就業者支援事業

１ 新規林業就業者確保対策事業

• 新規林業従事者の作業用品の購入に要する経費の一部を支援

• 新規就業者を募集するために開催する合同企業説明会等への参加

費用等の一部支援

２ 林業技術者育成対策事業

• 専門的な知識や技術を有する人材の育成のため、研修会・講習会
に参加するための受講経費、旅費等の一部を支援

【事 業 費】３０３千円（全額譲与税）

【実 績】・１事業体、新規林業従事者２名に対して林業機械・

安全装備等購入経費への支援を行った。

➢ 酒田市では、林業就業者の高齢化が著しい上、担い手の確保が困難な状況になっている。

➢ そこで、森林整備を促進していくに当たり、林業に従事する新規就業者の確保や高度な技能・技術を持った人材を育成・確保するため、
森林環境譲与税を活用し、新規就業者への作業用品購入経費の支援、林業技術者へ高度林業技術を取得するための受講費用を支援する
取り組みを行うことで、より森林整備が進む環境づくりに取り組んでいる。

➢ 令和２年度においては、新規林業従事者2名の林業機械・安全装備等の作業用品購入経費に対して補助を行った。

林業機械
安全装備品

山形県 酒田市 （林業の担い手確保・育成）

□ 事業スキーム

１ 新規林業就業者確保対策事業（用品購入支援）の実施

□ 工夫・留意した点

• 事業主と従事者とで話し合いながら、より安全で快適な施業実施
のため、予算の範囲内でより高性能な林業機械、最新鋭の防護服
等を導入してもらうように働きかけた。今後も安全な林業をＰＲ
し、新規就業者の獲得につなげていきたい。

林業事業者
新規就業者

購入

①令和２年度譲与額 ４２，４９２千円

②私有林人工林面積（※１） ９，１５４ha

③林野率（※２） ６０％

④人口（※３） １０６，２４４人

⑤林業就業者数（※３） １１２人

◇ 基礎データ

※１：「森林資源現況調査（林野庁、H29.3.31現在）」より、

※２：「2015農林業センサス」より、※３：「H27年国勢調査」より

市補助

（事業１：事業により購入補助した作業用品）

人材育成・確保
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